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第 2 章から第 5 章までは，総合商社の危機を背景とした総合商社の経営戦略・国際経営戦略
に基づく国際的・国内的組織の再編と人事管理・国際人事管理の展開といった経営「合理化J











業と経済J 第14巻第 2 号， 1999年 9 月)および書評「管理研究の方法と分析視角一一山崎敏夫
著『ドイツ企業管理史研究J 森山書店， 1997年一一J (W産業と経済J 第13巻第 1 号， 1998年 6
月)があり，その論評をとおして得るものが多かったように思われる。本書の分析視角は，こ
のような筆者のこれまでの基礎的な研究の累積の上に構築されたものであるといえよう。
本書の序論では，第 1 節「総合商社研究の歴史的展開と検討J において，これまでの関連す
る諸研究について整理をおこなうとともに，そこから第 2 節「本書の分析視角J と第 3 節「本
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それは， 1 T と総合商社の関連である。 ITは，問屋・卸などの企業間に介在する「中抜き」
をすすめるものであり，本書でも，補論において，ふれられているものの，総合商社経営を論
ずるときには，さらに探究をすすめてゆく必要があろう。この点は，労務理論学会において，
神戸学院大学の稲村毅教授から指摘されたところである。
上記のような諸点は，すでに，守屋氏も，学会報告時に指摘を受け，本書の補論として，展
開されているが，私は，今後さらにその点が展開・発展することを願ってやまない次第である。
